
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大麦の一斉播種を実施しました！ 

No.３ 
2024.１１ 

農

本県は生産量日本一のビール大麦（二条大麦）をはじめ麦作が盛んです。当センタ
ーではこれまで大麦 15 品種を開発してきましたが、最初の一歩はこの一斉播種とな
ります。 

一斉播種は 10 月 31 日（木）、11 月 6 日（水）の２日間行われ、天候が心配され
ましたが無事終了しました。試験区を間違えないよう細心の注意を払い、２列に並ん
だ穴に１粒ずつ種を置いていく地道な作業です。大麦は冬の間寒さに耐え根を張り、
暖かくなるとともに急激に成長し 5 月下旬頃収穫となります。 
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